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　英サウサンプトン大学の研究チーム
は、2つのコア間の結合を変化させ、
コア間の光のジャンプを微小な圧力に
よって実現する斬新なデュアルコアフ
ァイバアーキテクチャを発表した（1）。
　オプトエレクトロニクス・リサーチ・
センター（ORC）の研究チームは、10
年ほど前から、この技術の開発に取り
組んできたが、ついに独創的なファイ
バを線引する技術的な課題を解決し
た。これによって、複数のコアをもち、
精密センシングや光バッファリングか
らビーム走査までの広範な用途をもつ
ファイバへの道が開かれた。
　ORCのウェイ・ロー氏（Wei Loh）は、
マルチコアファイバはすでに成熟した
技術であるが、これまでのところ機能
的柔軟性に欠けることに注目した。同

氏は、「従来のファイバは完成した直
後から、機械構造的には完全な剛体に
なってしまう」と説明する。「現在では、
技術改良が進み、コアがメカニカルに
可動するファイバも作製できるように
なった。これは、マイクロメカニカル
システム（MEMS）デバイスに極めて
良く似ている」と付け加えた。
　研究チームは、珪酸鉛ガラス（低い
融点と押出加工の容易さから選択）と
それぞれ円形の空孔がある2つのスロ
ット付きスチール金型を使って製造を
開始した。押出加工したプリフォーム
を直径が1mmほどになるまで引き、
クラッドとなるガラスジャケットチュ
ーブ内に挿入し、それを線引きして最
終ファイバ形状を得た。2つのサブミ
クロンファイバは、全ファイバの外壁に

固定された200nm厚のガラス膜によ
って所定の位置に保たれた。2つのコ
ア間距離は約2μmとした（図1）。

空気圧の変化によるスイッチング
　1つのコアを他方のコアに対して相
対的に移動させて、それらの光結合を
変化させるために、1本のスロットを
コアの1つに隣接するファイバ端に追
加した。他方のコアに隣接するファイ
バ壁をエッチングによって除去した。
こうすることで、閉じたままのファイ
バの残り半分に窒素ガスでわずかな圧
力を加え、その力で1つのコアを含む
ガラス膜を他方に向けて曲げることが
可能になる。
　研究チームは、1つのコアをわずか
8nm移動させただけで、1つのコアか

ナノメカニカルスイッチング機能をもつ
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図1　（a）デュアルコアファイバを図式的に示している、（b）プリフォームの写真、
（c）、（d）完成したファイバとしての走査電子顕微鏡写真。（資料提供：ORC）
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ら他方へ光がジャンプすることが可能
であることを実証した。この現象は圧
力や運動の精密センシング用途にも活
用できるが、ロー氏のチームはコアを
変位させる新しい方式の研究に着手し
た。
　ロー氏は、「現在、われわれが向か
っている目標は、シリコンMEMSに
そっくりの静電アクチュエーション、す
なわち、静電場を印加して移動させる
方式だ」と語る。「そうすれば、その
移動を極めて正確に制御できるはず
だ」と付け加えた。
　この技術の1つの重要な用途は、ル
ーティング用の光信号を減速あるいは
蓄積する、いわゆる光バッファリング
である。ロー氏は、「小さな単一コア

を考えると、その光の多くは外側の空
気中にあり、それがモードを維持して
いるということは、その光の速度は空
気中のそれとほぼ同じになる」と言う。
「しかし、ここでは2つのコアをもち、
それらを接近させるのだから、光が遭
遇するガラスの量ははるかに増大し、
その光はより強く閉じ込められ、減速
する。これは従来のファイバでより大
きなガラスコアを得ることとに似てい
る」と語っている。
　この技術が潜在的に利用できる範囲
は極めて広く、全光式ネットワークに
留まらず、ファイバネットワークのすべ
てにまで及ぶ。しかしながら、目の前

にはプロセスのスケールアップあるい
はマルチコアファイバの開発など、多
くの課題が立ちはだかっている。
　ロー氏は、「課題は山積みだ。しかし、
現在、われわれはこれらのファイバを
作製できるのだから、こうした課題は
解決可能である。 むしろ、その工学面
と設計が重大な問題だ」と語っている。
　可変同調型光バッファ以外に、その
用途は可変同調フィルタをも含み、精
密なビーム走査と同期して動作するコ
アが必要となるフェーズドアレイレー
ダのようなマルチコアファイバにも役
立つであろう、とロー氏はつけ加えた。
 （Jason Palmer）
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